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（１）再エネの導入状況
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関⻄エリアでの電⼒需給の現状について（2020年度実績）
エリアの電⼒需要・需要量(kW、kWh)

Ø 最⼤需要︓2,910.3万kW (2020/8/21  15:00)
Ø 最低需要︓ 940.7万kW (2020/5/3 7:00)
Ø 平均需要︓1,586.0万kW
Ø 年間電⼒需要量︓約1,389億kWh

（出典）電⼒調査統計、関⻄電⼒送配電株式会社HP 関⻄エリアの需給実績の公表 より作成

エリアの発電電⼒量（kWh）と電源別シェア
Ø 総発電電⼒量︓約1,237億kWh
Ø うち、再エネ発電量︓約210億kWh(シェア:約17.0%)

• ⽔⼒（揚⽔除）:121億kWh
• ⾵⼒:4億kWh
• 太陽光︓77億kWh
• 地熱:0億kWh
• バイオマス︓8億kWh

エリアの設備容量（kW）と電源別シェア
Ø 総設備容量︓約4,339万kW
Ø うち、再エネ容量︓約1,098万kW (シェア:約25.3%)

• ⽔⼒（揚⽔除）:396万kW
• ⾵⼒:21万kW
• 太陽光︓629万kW
• 地熱:0万kW
• バイオマス︓52万kW ※.⽕⼒・原⼦⼒・揚⽔設備容量については、

発電量調整供給契約に基づく
受電地点最⼤電⼒で集計。
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再エネの導入状況
l 2012年度以降、再エネ（太陽光・⾵⼒）の年平均伸び率は23%で推移。

年平均伸び率
23%

FIT制度
※2012年7⽉より固定価格買取制度（FIT法）施⾏
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（２）優先給電ルールを踏まえた取組
（供給対策）
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5月3日ｋＷバランス（実績） 11時 20時
需要 1,143 1,262

発
電
出
力

⽕⼒

電源Ⅰ・Ⅱ 134 279

電源Ⅲ 92 140

計 225 419

再エネ

太陽光 463 0
⾵⼒ 6 2

⼀般⽔⼒ 167 178
地熱 0 0
バイオマス 8 8
計 644 188

原⼦⼒ 296 296
揚水 ▲251 122

連系線活用 229 237
再エネ出⼒制御 － －
発電出⼒計 1,143 1,262

※四捨五入のため、合計が一致しない場合があります

l 2021年5月3日の11時（最小需要断面）、20時（ピーク需要断面）の
需給バランス実績

軽負荷期の需給バランスの実績

・最小需要断面は、4月から5月9日までの休日（ＧＷを含む）の晴天日昼間の太陽光発電
の出力が大きい時間帯。
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供給対策︓⽕⼒の最低出⼒(電源Ⅲ）

事業者と契約する出⼒
制御時の最低出⼒率

事業者数
（設備容量） 備考

①
電源Ⅲ
⽕⼒

（石油）

自家消費相当分まで抑制 ０
0〜30％以下 ０
31〜50％以下 ２（12.0万kW）

51％以上 ０

その他 ０
合計 ２（12.0万kW）

②
電源Ⅲ
⽕⼒

（石炭）

自家消費相当分まで抑制 ０
0〜30％以下 ０
31〜50％以下 ０

51％以上 ０
その他 ０
合計 ０

③
電源Ⅲ
⽕⼒

（LNG）

自家消費相当分まで抑制 ７（7.58万kW）
0〜30％以下 ２（6.45万kW）
31〜50％以下 ２(56.2万kW）

51％以上 ０
その他 ０
合計 １１（70.23万kW）

2021年7月末
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供給対策︓バイオマスの最低出⼒
2021年7月末

事業者と契約する出⼒
制御時の最低出⼒率

事業者数
（設備容量） 備考

④
混焼
バイオマス

自家消費相当分まで抑制 １（0.1万kW）

0〜30％以下 ０

31〜50％以下 １（3.6kW）

51％以上 ０

その他 ０

合計 ２（3.7万kW）

⑤
専焼
バイオマス

自家消費相当分まで抑制 １（0.1万kW） 【５０％を超える理由】
・発電設備の安定出⼒確保可能限界値のため。
・出⼒抑制に伴う製品への熱供給に⽀障がでて、製品不良の原
因となるため。（2件）0〜30％以下 ０

31〜50％以下 ２（0.83万kW）

51％以上 ３（4.88万kW）

その他 ０

合計 ６（5.81万kW）

⑥
地域資源
バイオ

合計 5（3.07万kW）
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（３）出⼒制御の効率化
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l 需要・気象等の実績情報を元に、重回帰分析モデル、一般化加法モデルを組み合
わせて予測を⾏う。

需要の予測手法

需要予測に用いる手法
＝ 下記２種類の結果を平均

（１）重回帰モデル
（２）一般化加法モデル

平均
需要予測

気象実績
需要実績
カレンダー

データ取込み

重回帰モデル

一般化加法モデル

多次元の重回帰計算

説明変数に重み付けを⾏い⾜し合わせた
結果で需要を表現。
また、至近の残差をモデル化することでより
精度を高める

過去の気温・日射・需要実績については、
２０１０年以降のデータを⽤いて、
過去データの学習を⾏っています。

手法 概 要
重回帰モデル
【回帰分析】 需要、気温、⽇射量の実績情報を元に多次元の重回帰計算を実施。

一般化加法モデル
【回帰分析】

需要、気象（気温、⽇射量）、⽇の特徴（平常⽇、特殊⽇）の情報を元に重み付けを⾏い⾜し合わ
せた結果で需要予測。また、⾄近の残差をモデル化することで精度を⾼める。

気象予測
（気温、⽇射量）
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太陽光の予測手法
l 太陽光の出⼒予測は、予測時点での最新の日射予測値を使用。
l 関⻄エリアの1kmメッシュの⽇射量に、同メッシュの発電設備容量、出⼒換算係数を
乗じて予測し、1kmメッシュ毎に算出した出⼒の合計値を関⻄エリアの太陽光の出⼒
予測値としている。

PVマップ⽇射量
PV出⼒
換算係数

ｋ
PV導⼊量を1km
メッシュで管理

PV設置⾓度・
方位などを考慮

⽇射量を1km
メッシュで予測

PV出⼒

⽇射量×PV導入分布

Ｐ
Ｖ
発
電
量
実
績 換算係数 k

発電実績データを活用した
ビッグデータ分析

(※1)

(※1)月別に設定
(※2)低圧連系について自家消費を考慮

(※2)
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⾵⼒の予測⼿法
l ⾵⼒の出⼒予測を2021年3月から開始。
l 代表地点の発電所周辺の風速予測データ（30分間値）と 発電所のパワーカーブ
を基に予測。また、代表地点以外の出⼒は、代表地点の予測出⼒合計を設備⽐率
で按分して算出。

⾵⼒出⼒
観測地点

凡例

[参考︓関⻄の⾵⼒発電所]

※発電機ごとのカタログ値パワーカーブに
より⾵⼒発電出⼒に変換する

※
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2020年度の予測誤差実績（需要、太陽光）

需要誤差 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年間

前日予測誤差
(絶対値誤差) 2.4 2.8 3.7 3.1 3.0 3.5 1.8 2.0 1.6 2.3 3.0 2.0 2.6

[％]

（算定式）前日予測の最⼤電⼒需要⾒通し（kW）・・・Ａ 当⽇の最⼤電⼒需要実績（kW）・・・Ｂ
前日予測誤差︓（|BーA|）／B×100の⽉平均および年平均

○ 需要予測の予測誤差

太陽光誤差 年間
前日予測誤差

[万kW] 84.5

設備量⽐
[％] 13.4

（算定式）前日予測誤差︓当⽇実績－前⽇予測の1⽇の最⼤誤差（絶対値）の年平均（kW）・・・A
年度末時点の設備容量（kW）・・・Ｂ
設備容量⽐︓A／B×100

○ 太陽光の予測誤差

※太陽光予測については、複数モデル適用前。（2021年4月末から複数モデル採用）
※⾵⼒予測については、2021年3月13日から開始。
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予測精度の向上に向けて取り組んでいる事項
l 複数の気象モデルを活⽤した⽇射量予測⼿法を当社予測システムに反映し、予測
精度向上に取り組んでいる。

l これにより、複数の気象モデルを活用した１日の上振れ・下振れ最⼤誤差量は、旧モ
デルの誤差量に対し、平均で10%程度改善（低減）した。

第５６回調整⼒及び需給バランス評価等に関する委員会資料３（2020.12.18）より引用



15

Kansai Transmission and Distribution,Inc.

電源（太陽光、⾵⼒）のオンライン化への取組
l 第25回系統ＷＧにおいて、出⼒制御の⾼度化を図る観点から、「再エネ出⼒制御
システムの構築」および「出⼒制御機能付PCSへの切替」を順次進めるとの方針が示
されたことから取組みに着手している。
ü 出⼒制御機能付PCS仕様書をHP公表（2021年4月）
ü 再エネ出⼒制御システム構築および出⼒制御機能付PCSの切替準備に向け具体的に
対応を開始する旨をHP公表済（2021年10月）

第25回系統WG資料4（2020/3/10）


